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海を渡るアサギマダラ（Ⅱ）

日邦明豊

海を渡るアサギマタ･うし､砥略は、蛇虫と『1然むしべん特集号に投稿済であるが、ここではその時の

状況を、もう少し詳細に記録しておきたい。

本文に入るに先立ち、戯!Iiなデータを遜供された、洲本市の坂口操氏に厚くお礼申し上げたい。

尚、標本は、筆耆が保需している。

’

Fig.1.洲本市安乎沖の海上で採集されたアサギマダラ

Palant:icasitaniphonicaMoore8 ’

る友

やむ

(Fi9,

ち合

O

うち

すの

1977年7月16日午後、坂[］操氏は愛用のモーター．ポートに乗って、魚釣りをしてい

人と待ち合わせていた洲本市安乎海水浴場へ行ったが、合うことができなかった。そこで氏は、

を得ず洲本市古茂江のサントピア．マリーナに向けて、島の沖合いおよそ2Kmのところを航行中

2参照）、海面上05～1mのところを弱々 しく飛翔している蝶を発見した。しかしネットを持

わせていなかったので、船を何度も旋回させて、タオルで船内に叩き落して採集しようと試みた

氏の談によると、1頭の蝶に10数回船を旋回させ、合計8頭あまりの蝶に次々 と挑戦し、この

2頭を船内に叩き落すことに成功したが、うち，頭はその後逃げられてしまった。また、叩き落

に失敗すると、蝶は5"zあまり飛び上ったが、すぐ下に降りてきたとのことであった。

この蝶は、アサギマダラParanticasitaniphonicaMooreの8で(Fig
安乎一古茂江間の航路上で、淡路島に向って飛翔している本極を合計10数頭目撃したという。

これらすべての個体が、いずれも|に6じ方角に飛翔し、タオルで捕猫するためにモーター・ボート

’
’
１
ｉ
Ｉ

’

1）、

また、

で追

１
１
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Fig．2
一 当日の航路とアサギマダラの目撃地点及び

その飛翔方向の厩念図

1977年7月16日

P･m･3:30～4:50.

----．･･･：航路

≦－－竜：目撃地点と飛姥方向の概略

N

！

福良

瀝水

岩屋。

<グ
紀淡海峡

2Fig

い廻した後も、その方角は変わらなかったそうである。もちろん、当日の天候は晴れで、‐‐"'．'・全4ノヮ7よかったそうである。もちろん、当日の天候は晴れで、風もほとんど

なかったとのことである。

これらのアサギマダラは、恐らく和歌山平野あたりから高温を避けるために紀淡海峡を渡ってきたも
のと推定されるが、安乎一古茂江間の7～8KInのほぼ|貞線の航路上でこれだけの数をI1盤できたのであ

－2－
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ろから、この日、この海域を、和歌山市方面から淡路島に向って飛翔していた個体数は、膨大な

ものになると考えられる。

元来アサギマダラは、独特の飛翔力によって、移動性・分散性の強い種とされているが、なぜ

集団で移動をするのか？また、前述のように、仮に移動は高温を避けるのが目的であるとした

場合、なぜ距離的に近い背後の山地に移動せず海を渡るのか？また、これらの蝶は、淡路島を

目ざして渡ってきたのか、あるいは淡路島を中継地としてどこかへ飛んでいくのか？さらに、

なぜ風もないのにすべての個体ｶﾒ同一方向に飛んで行くのか。まして、なぜ捕狸するために追い

廻した後もその方向が変わらないのか………など、興味は尽きない。

四方を海に岨まれた淡路島に住む我々にとって、今回のアサギマダラをはじめ、従来より知ら

れている何種類かの海を渡る一渡りをする一昆虫類の研究は大いに興味のある課題である。

今後、同学諸兄の協力によって、これらのメカニズムが1日も早く明らかにされることを期待

したい。

1

１
』

アキグミの花に集まるクロフオオシロエタ．シヤク

1977年4月29日午前10時過ぎ、植物研究家の槌賀正夫氏と共に、南淡町灘山本から諭

鶴羽山に向けて登っていた途中、山本の集落を過ぎ、2Mnあまり登った諭趣羽山中腹の登山道脇

に、アキグミElaeagnusumbellataThumb｡の樹高3版あまりの木があり、白色

の花が満開であったが、その花にハチ、アブ類に混じってクロフオオシロェダシャクPogon

oprgia.nigralbatanigralbataWarrenが、4個体吸蜜しているのを目撃し

た。しばらく観察している途中で、飛び立った個体もあれば、どこからともなく飛来して吸蜜を

始める個体も見られた。

尚、当日の天候は晴れで無風、クロフオオシロエダシヤクの吸蜜姿勢は、先の吸水の例（本誌

Nul6 ) と 同じで、翅を広げたままであった。（登日邦明）

１
１
１

1

１
１
１

洲本市池ノ内。猪鼻にアカシジミ産す

従来、淡路島でのアカシジミJaPonicaluteaHewitsonの記録は、藤平明氏
によって南淡町阿万から採集されているだけであったが、筆者は、1977年5月27日午後、

松喰虫の被害調査のため洲本市池ノ内の洲本カンツリー・クラブに出掛けた際、同クラブのゴル

フ・コース端のコナラの林で、数頭の本種を目撃し、そのうちの1頭を採集した。

また、2日後の5月29日午前9時30分すぎ、洲本市猪鼻ダム上流で行なわれた探烏会に参

加した際、Quercusの葉上に静止していた本種を目撃した。

これらの例から、本種はこの山系に広く分布するようであるが、一度詳細に調査をする必要が

あるだろう。

尚、上記の標本は、筆者が保管している。 （登日邦明）

I

I
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淡路島産昆虫類採集記録
ケ
、
■
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■
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Ａ
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■
皿
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固
”
■
画
！

堀田 久

I

筆者はこれまでに､縦路島内の蝶類・甲虫類・トンボ類・セミ類・カメムシ類．ハチ類などに

ついて採集記録を発表してきたが、ここでは未発表の各種昆虫類の採集記録をあげることにする。

なお、ここにあげた記録はすべて筆者自身の採集品によるものであり、現在標本は手許に保管

１
１

Ｉ
↑している。番号の前に器マークを付したものは、淡路島から初めて紀録されるものである。

１
１カケロウ目EPHEMEROPTERA

ヒラタカケロウ科Ecdyonuridae

l・クロタニガワカケロウEcdyonurustobiironisTakahashi
洲本市千草．lex．06．Ⅳ、1952

直翅目ORTHOPTERA

コオロギ科Gryllidae

2．エンマコオロギGryllusyemmaOhmachietMatsuura
洲本市安乎町li6,3Q,VIII.1951

，

3ミツカドコオロギLoxoblemmusdoenitziStein
洲本市宇原， 16，13．X、1976

クチキコオロギ科Gryllomorphidae

4クチキコオロギDuolandrevuscoulonianusSaussure●

三熊山,191802.X，1976;先山,1g,21.VII,1975
マツムシ科Eneopteridae

5．マツムシDionynusmarmoratusdeHaan
洲本市安乎町，16， 27．Ⅸ、1976

6．アォマッムシCalyptotrypushibinoniBMatsumuraD

洲本市安乎町'1g,14.Ⅸ、1975
カンタン科Oecanthidae

Zカンタン0ecathuglongicaudaMatsumura●

洲本市山武牧場，16，6．Ⅸ．1975；先山,161g,23.Ⅸ、1976

１
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キリギリス科Tettigoniidae

8．キリギリスGampsocleisbuergerideHaan

洲本市安乎町， 16， 4.VIII. 1951

9．クサキリHomorocoryphusnitidulusScopoli

洲本市山武牧場． 16．6．Ⅸ、1975

10．ヤプキリTettigoniaorientalisUvarov

先山， 16，23．Ⅵ1．1951；洲本市安乎町,16,29.Vn,1951

11．オナガササキリConocephalusgladiatusRedtenbacher

洲本市山武 牧場，1？，6．Ⅸ19 7 5

12．ウマオイHexacentrusjaponユouskarny

洲本市安乎町．16,4.VIII．1951

13．アシグロツユムシPhaneroPteranigro-antennataBrunnervon

Wattenwyl

常隆寺山，16， 21．Ⅸ， 1974

14．クダマキモドキHolochlorajaponicaBrunnervonWattenwyl

洲本市安乎町，161？，30．Ⅵ11．1951

ヒシバッタ科Tetrユgidae..

15．ヒシバツタAerydiumjaponicumdeHaan

1ex..09.VIII.1947洲本市安乎町，．，

バッタ科Ijocustidae

l6、ショウリョウバッタAcridaturriもaLinne

洲本市安乎町,28,30.VIII．1951

17．タ・イリフキバッタParapodismadairisamaScudder

先山,161 g ｡ 23．Ⅸ｡1976

18．イボバッタTrilophidiaannulatajaponicadeSeussure

先山.16企1．Ⅸ、1947

19ﾑクルマバッタGastrimargusmarmoratUSThUnberg

洲本市安乎町．16,aWII．1951

なおコバネイナゴOxyajaponicaはイネの害虫として有名であり、淡路島内にも

多産した力量、農薬のため絶滅したもようで､標本は手許に残っていない。
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カマドウマ科Stenopelmatidae

20．マダラカマドウマDiestrammenajaponicaBlatchley

先山,16,7.WII．1951

カマキリ科Mantidae

壬21．オオカマキリParatenoderaaridifoliaStoll

洲本市安乎町， 19,17.WII．1964

ナナフシムシ科Prisomeridae

22．ナナフシPhraorteselongatusThunberg
洲本市安乎町,161g,20.VII･1977

トビナナフシムシ科Necrosciidae

茶23．トピナナフシMicadinaphluctaenoidesRehn
先山,19,29.WI,1977

１
１

I

１
１
１

半翅目HEMIPTERA

アメンポ科Gerridae

アメンポGerrispaluduminsularisMotschlsky
●

●

洲本市安乎町,1ex,,15.WII．1947

シマアメンポMetrocorighistrioB.Whユもe

洲本市安乎町,1ex.,15.VIII．1947

マツモムシ科Notonectidae

マツモムシNotonectatriguttataMotschulsky
洲本市安乎町,1ex.,10.VIII.1951

コオイムシ科Belostomatidae

コォィムシDiPlonychusjaponicusVuillefroy
D ●

洲本市安乎町,lex.015.VIII．1947

なお、タガメLethoceruSdevT･ollRi仕舞髄の油七ぅ召”ヱァ

升24

25.

壬26．

27;

~ー~、／''ﾉ.L』eDnocerusdeyro11eiは各地の池や沼に多かったが＼

られなくなった。標本も手許に残っていない。

タイコウチ科Nepidae

ミズカマキリRanatrachirensisMayer
洲本市安乎町,1ex.,10.VIII．1966

最近は見

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｊ
１
Ｉ
ｊ
１
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
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壬29タイコウチLaccotrephesjaponensisScott

洲本市安乎町,Lex､06.VII．1972

アォバハゴロモ科Flatidae

30．アオパハゴロモGeishadistinctissimaWalker

先山， lex.、12．ⅥII.1976

ハゴロモ科Ricaniidae

美31．ベッコウハゴロモRicaniajaponicaMelichar

先山， 2exs.,12.VIII．1976

アワフキムシ科CercoPidae

32．シロオビアワフキObiphorainもermediaUhler

先山． 1ex.,23．Ⅵ1．1956, lex.,12．ⅥII．1976

美33．マエキアワフキOmalophoracostalisMatsumura

洲本市山武牧場， lex.,6，Ⅸ、1975

ツノゼミ科Membracidae

升34．モヅツノゼミTsunozemiamojiensisMatsumura

先山0lex･｡ 10．Ⅳ、1977

ミミズク科IJedridae

砦35．ミミズクLedraaudituraWalker

洲本市安乎町． lex.,.20．．Ⅸ、1973;諭鶴羽山,1ex､022.

；先山,2exs.、12．.VIII,1976

･%36.コミミズクPetalocephaladiscolorUhler

洲本市安乎町．lex..20.VIII.1952;諭鶴羽山,1ex.04.V.

オオヨコバイ科Tettigellidae

37．ツマグロオオヨコバイBothrogoniajaPonicalshihara

洲本市千草．lex..、6.Ⅳ．.1952

ヨコバイ科Delもocephalidae

鵲38．ツマグロヨコバイNephotettixcincticepsUhler

洲本市山武牧場,2exs､,6.K1975

I

Ⅵ1．1975；

’

1974
I

１
１

１
１

I

脈翅目NEUROPTERA

ラクダムシ科Raphidiidae

－7－
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鶉39．ラクダムシInocelliajaponicaOkamoto

洲本市安乎町,1ex.,17.V、1974

クサカケロウ科Chrysopidae

40.ヨツポシクサカケロウChrysopaseptempunctataWesmael

洲本布安乎町,1eX､025.VI1．1951;先山.lex.,12.VI11.1976

ウスパカケロウ科Myrmeleonidae

鶉41．ウスパカケロウHagenomyiamicansMcalachlan

洲本市安乎町,1ex.,25.VI1．1974.

茶42．ホシウスパカケロウG1enuroidesjapon1cusMaclachlan

先山,1eX.,12.Vm.1976.;山武牧場,1ex.、6.Ⅸ、1975

鵲43．コマダラウスバカケロウDendroleonjezoensisOkamoto
先山01ex｡,21．Ⅵ1．1977.

ヘビトンボ科Corydalidae

44ヘピトンポProtohermeSgrandisThunberg
洲本市安乎町,1ex.,20.Ⅵ、1952

ツノトンポ科ABcalaphidae

外45．ツノトンポHybriSsubjacengWalker
洲本市安乎町,1ex;20.VⅢ．1946;山武牧場,lex;6.m.1975

ト

毛翅目TRICHOPTERA

エグリトビケラ科LimnoPhilidae

GlyPhtaeliusadmorsusMaclachlan

lex､029.Ⅳ．1974

鵠46．エグリトビケラ

洲本市安乎町，
ｉ
ｆ
ｌ
卜

I

シリアケムシ目

シリアケムシ科

芙47．シリアケPanorpajaponica
先山,1ex.,16.ⅥⅡ.1950.

MECOPTBRA

PanorPidae

Thunberg

；洲本市安乎町,lex.,1.V、1977.

双翅目DIPTERA

ガガンボ科Tipulidae

－8－
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48.ベツコウガガンポDユctenidiapictipenniefaScataCoquj
洲本市安乎町， lex・・8．M1977.

詩49．マドガガンボTiPulanovaAlexander

洲本市安乎町， lex,,25.VII．1977.

番50．マドラガガンボTipulacoquillettiEnderlein

洲本市安乎町， lex.,3.V.1977.

労51．ヤチガガンボTiPulaserricaudaAlexander

先山．lex.，1.VG1977.

アブ科Tabanidae

52．アカウシアブTabanuschrySurusIjoew

常隆寺山,1ex.,11．ⅥII.1952.;先山01ex･021.VII.1977

53．ウシアブTabanustrigonusCoquilletも

洲本市安乎町．ユeX.,10.WII．1946

鶉54．シロフアブTabanusmandarinusSchiner

洲本市安乎町,1ex.,30.W.1977.

55．クロメクラアブChrysopsjaponicusWiedemann

先山．lex.030．Ⅵ1．1977.

ミズアブ科Stratiomyidae

56．コウカアブPtecticustenebriferWalkex.

先山， lex..21.VII．1977

57．アメリカミズアブHermetiaillucenslinne

洲本布安乎町， 1ex.,30.VII．1977.

ツリアブ科Bombyliidae

58．ビロウドツリアブBombylusmajorLinne

柏原山,leX.、6.Ⅳ、1952.;先山,1ex.,10.Ⅳ｡1977

笑59．コウヤツリアブAnthraxaygulusFabricius

洲本市安乎町,1ex.,10.WII.1946.

ムシヒキアブ科Asilidae

詩60．オオイシアブLaphriamitsukuriiCoquillett

先山,1eX.,1.V.1977

鵲61．シオヤアブPromaohusyesonicusBigot

－9－
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先山,1ex．912.VIII．1976.,1ex.,21.WI.1977

ハナアプ科Syx･phidae

クロベツコウハナアブVolucellanigricansCoquillett

先山， lex., 12.VIII．1952

オオハナアブMegasPiszonataFabx･icius

先山,1eX．,1.Ⅸ、1947

シマハナアプEristaliscerealisFabricius

先山,2exs.,10，Ⅳ､1977;洲本市安乎町,1ex.,7.V.1977

62

63

鶉64

65．アシブトハナアプTubiferavirgatugCoquillett
洲本市安乎町,1ex．,3.V、1977

66．マタ・ラコシポソハナアブBacchamaculataWalker

先山,1eX.,1.V.1977

ヒロクチパエ科P1atyetomatidae

鶉67．マツダマダラパエmuProsopiamatsudaiKurahashi●

先山,1ex.,1.Ⅸ、1947

フンパエ科Scatophagidae

68．ヒメフンパエScopeumastercorar･ュumLinne●

先山,1ex.,23.Ⅳ、1977;洲本市安乎町,1ex.,7.V.
ヤドリパエ科Tachinidae

69．セスジハリパエEchinomyiamikadokirby●

先山,1ex．,1.V.1977

クロバエ科Calliphoridae

70.オオクロパエCalliphoralataCoquillett
先山,1ex.,8.V、1977

升71．ケプカクロパエA1drichinagrahamiAldrich
洲本市安乎町,1eX．,20.V、1974

労72．ヒロズキンパエPhaeniciasericataMeigene

洲本市安乎町,1ex.,20.V、1974
イエバエ科Muscidae

粥73．オオイエバエMuscinastabulansFallen

洲本市安乎町,1eX．,20.V1974

－10－
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ニクバエ科Sarcophagidae

BoettchriscaperegrinaRobineau-Desvoidy

lex．,20.V. 1974

74．センチニクバエ

洲本市安乎町，

甲虫目Coloptera

ナガヒラタムシ科Cupesidae

75．ナガヒラタムシCupesclaもhratusSolsky

洲本市桑間.1ex.、7.Ⅵ、 1974

ハンミョウ科Cicindelidae

76．ニワハンミヨウCicindelajapanaMotschulsky

洲本市中川原町,lex.,29.Ⅳ、1973

オサムシ科Carabidae

共77．エゾカタビロオサムシCampalitachinenseKirby

洲本市中川原町,1eX．,25.Ⅵ、 1970

78．オオオサムシCarabusdehaaniiChaudoir

諭鎚羽山,1ex.,22.VⅡ、 1975

79．ヤコンオサムシCarabusyaconinusBates

洲本市中川原町,1ex.,29.NO1973.;洲本市安乎町,1eX.,22.Vo1973

1ex．,14.W.1974.,1ex．,18.V.1974.;大日ダム,1eX,5.V、1973

80．マイマイカブリDamasterblaptoidesKollar

洲本市安乎町,1ex.018.X、1976

ヒョウタンゴミムシ科Scaritidae

共81．ヒョウタンゴミムシScaritesaterrimusMorawitz

洲本市安乎町01ex.015．ⅥII．1973

芸82．ナガヒヨウタンゴミムシScaritesterrcolaPacificusBates

洲本市安乎町．1eX．,14.WI.1977

ゴミムシ科Harpalidae

粥83．オオナガゴミムシPterostichusfortisMorawitz

洲本市安乎町,1ex.,20.X.1973

84．オオアトボシアゴミムシChlaeniusmicansFabricius

山武牧場．2exs．,6.Ⅸ、1975

－11－
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85．セアカヒラタゴミムシCalathushalensisSchaller

洲本市安乎町、leX.,15．Ⅸ1975

86．オオァオモリヒラタゴミムシColPodesbuchananiHoPe
山武牧場， 2exs.,6.m.1975;洲本I行安乎町．lex.,22.V.1973.

87．マルガタゴミムシAmarachalcitesDejean
洲本市安乎町,lex.,8.Ⅵ、1975

美88．ジュウジゴミムシLebiaretrofagciataMotschulsky
諭鶴羽山,lex.,4V、1974

美89．ミイデラゴミムシPheropBophusjessoensユsMorawitz
洲本市安乎町， lex.,12.VIII.1947

美90．オオクビポソゴミムシGaleritajaponicaBates
洲本市安乎町， lex.,3.V、1977

ケンゴロウ科Dytiscidae

うf91.ハイイロヶンゴロゥEretessticticusLinne
洲本市安乎町,1ex.,6.VII．1973

芸92．ウスイロシマケンゴロゥHydaticusrhantoidesSharP
洲本市安乎町,1ex．,14Ⅸ、1975

なお、ケンゴロウCybisterjaponicusは普通繩であったが最近は見られなく●

なり、標本も手許に残っていない。

カムシ科Hydrophilidae

93．ヒメガムシSternolophugrufipesFabricius
山武牧場,1ex.,6．Ⅸ、1975;洲本布安乎町,1ex.,14.Ⅸ、1975

エンマムシ科Histeridae

美94・エンマムシHisterjekeliMarseul
洲本市安乎町,1ex.,20.VII．1975

外95．ルリエンマムシSaprユnusspeciosusmrユchson
●

●

洲本市安乎町,1ex.,15．ⅥⅡ、1968

美96．ムナクポェンマムシPeranusdepistorMarseul
洲本市安乎町,1ex.,20.Ⅵ．1974

センチコガネ科Geotrupidae

97．センチコガネGeotrupeslaevistriatusMotschlsky
－12－
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洲本市曲田山.1ex.,18.WI．19751ex.,2.X1976

タマムシ科Buprestidae

98・ウバタマムシChalcophorajaponicaGory

洲本市安乎町.1ex．,18.X.1973

99．

100．

101．

102

103．

104

粥105．

芸106．

升107．

ヒメヒラタタマムシAnもhaxiaprOteusmSaunders

洲本市安乎町,2exs.,17.V、1974.

クズノチビタマムシTrachyeauricollisE.Saunders

緬鶴羽山,2exs．,4.V、1974

コメツキムシ科E1ateridae

ヒゲコメツキPectocerafortuneiCandeze

洲本市安乎町,lex.,3．Ⅵ1．1970,1ex.013.V、1974

サビキコリAgrypnusbinodulusMotschulsky

洲本市安乎町,1ex.018.V.1974.,1ex.016.Ⅵ、1974

オオナガコメッキElatersieboldiCandeze

諭鶴羽山,1eX．,29.VI1．1974

コメツキダマシ科Eucnemidae

コチヤイロコメツキダマシFornaxniPponicusFleutiaux

諭鶴羽山,leX．,29.VII．1974

カツオブシムシ科Dermestidae

シモフリマルカッオブシムシAnthrenusmuseorumLinne

洲本市安乎町,2exs．,8.VI,.1975

ヒョウホンムシ科Ptinidae

セマルヒヨウホンムシGibbiumpsyllioidesCzempinski

洲本市安乎町,1eX．,25.WI.1977

ジョウカイポン科Cantharidae

キンイロジヨウカイThemusepiscopalisXiesenwetter

先山,1ex．,5.Ⅵ、1977

美108．アオジヨウカイThemnscyanipennisMotschuleky

先山．lex．,5.W.1977

升109．ムネアカクロジョゥカイCantherisadusticollisXiesenwetter

先山,1ex.,8.V、1977,1ex.,5.VI1977

－13－
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洲;本布安乎町,1ex.,22.Ⅵ、1952

コクヌスト科Trogositidae

オオコクヌストTemnochilajaponicaReitter

洲本布安乎町,1ex.,28.WII．1947;先山,lex・’23.Ⅳ、

ケシキスイムシ科Nitidul1dae

アカマダラケシキスイLagiodacもyluSpictusMacLeay

洲本市安乎町,Lex．,22.VL1974．lex.,14.Ⅸ、1975

キマダラケシキスイSoroniajaponicaReitter

洲本市安乎町,2eXB．,8．Ⅵ、1975

ナガクチキムシ科Melandrydae

カパイロニセノ、ナノミOrchesiaocularisLewis
の

先山,2exg．,3.WI．1976

テントウムシ科Coccinellidae

テントウムシHox｡monlaaxyridisPallas

洲本市安乎町,1ex．,2．ⅢI.1973,1ex．,18.V、1974;

鵲111．

1977

112．

113．

美114

115．

’'''千11』ユ丁四J，Lex．,Z.Xll．197301ex．,18.V、1974;諭餌羽山，

2exs.,29.VI.1974;山武牧場．2exs.,6M.1975:先山,1ex･’
23．Ⅳ、1977

アカポシテントウChilocorusrubidusHoPe
洲本布安乎町,1ex,,4.VIII．1949

ヒメアカボシテントウChilocoruskuwanaeSilvestri

洲本布桑間,1ex.,7.VI.1974

ベニヘリテントウRodolialimbataMotschuleky
諭鶴羽山,1ex．,4.V、1974

ヒメカメノコテントウPx･opyleaquatuordecimpunctataLinne
洲本布桑間町,Lex.,7.Ⅵ、1974

オオニジユウヤホシテントウHenosepilachnavigintioctomaculata
Motschulsky

洲本市安乎町,2eXs.,7.VIII．1977

クチキムシ科A11eculidae

オオクチキムシA11eculafuliginosaMaklin
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洲本市安乎町．leX.0 16．Ⅶ1974

オオハナノミ科Rhipiphoridae

フタオビオオハナノミMacrosiagonbiPunotatumFabriciuS

洲本市安乎町．lex．,24．Ⅵ、1947

コ・ミムシダマシ科Tenebrionidae

ヤマトオサムシダマシBlapsjaPonensiBA11ard

洲本市安乎町， 1ex.,27.WII．1973

ナガニジゴミムシタ・マシCeropriaindutaWiedemann

洲本市安乎町,1ex..3.V.1973

コメノゴミムシタ・マシTenebrioobscurusFabrioius

先山,1ex.,21.WI.1977

カミキリモドキ科Oedemeridae

モモブトカミキリモドキOedemeronialucidicollisMotsohuleky

先山，1619．，23．Ⅳ、1977

フタイロカミキリモドキOedemeroniasexualisMarseul

洲本市由良町， lex.,25.V.1973

美122．

笑123．
I

124．

粥125．

I

労126．

そ127．

芸128．ツマグロカミキリモドキNacerdesmelanuraLinne

先山．lex．,5．Ⅵ、1977

笑129．アオカミキリモドキXanthochroawaterhouseiHarold

洲本市安乎町,1ex．,18．V.1974

ツチハンミョウ科Meloidae

共130．ヒメツチノ、ンミヨウMeloecoarctatUsMotschuleky

先山01ex.、19.V、1977

ハムシ科Chryeomelidae

l31・アカクビナガハムシLiliooeriesubpolitaMotschlsky

洲本市由良,1ex.,16.W.1973;諭鶴稲山,2exs．,4.V、1974

132．ヤ弓イモハムシLemahonor.aもaBaly

諭鶴羽山、1eX．,29.VL1974;先山,1eX､023.Ⅳ、1977

133．バラルリツツハムシCryptooephalusapproximatusBaly

先山01ex．,8.V.1977

134．クロボシツツハムシCryptocephalussignaticepsBaly

－15－
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974；先山大日ダム,1ex.,5．V、1973;諭鎚羽山,1ex..4.V、1974;」

1ex,3QⅣ、1977

詩135．ムシクソハムシChlamigusspilotueBaly

三熊山01ex.,11.Ⅳ．1977

美136．ドウガネツヤハムシOomorPhoideecupreatuBBaly

諭翻羽山,1ex･,4V、1974;先山,1ex．,30.Ⅳ、1977

137．ヨモギハムシOreinaaurichalceaMannerheim

洲本布桑間、1ex.07.Ⅵ、1974;常隆寺山,1ex．,21.Ⅸ、1974

鶚138オオヨモギハムシChrysolinaangusticolliBMotschulsky

諭鎚羽山,1ex.,29.Ⅵ、1974;先山,1ex..26.VI.1977

139フジハムシGronioctenarubripennisBaly

先山,1eX．,30.Ⅳ、1977

140．クロウリハムシAulacophoranigripennisMotschuleky
大日ダム,1ex.,5.V.1973

1415ヨツポシハムシParideaquadrip1agiataBaly
先山,1ex.,23.Ⅳ、1977

142．クワハムシE,leutiauxiaarmabaBaly
諭麹羽山,1ex・,4V、1974

143．イタドリハムシGallerucidabitasciataBaly
先山03exs．,10.Ⅳ、1977
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先山でコツバメを採集

本年（1977）4月30日の午後、先山の頂上近くの燃上に脇．，、．・,‘ノ笹刺dU日の午後、先山の頂上近くの路上に細こしていたコツバメAhl

borgiafex･x･eaB理もユOrの新鮮な雌を1頭彩集した。標本は筆者が保存している。剛
島内でのコツパメは、五色町や三熊山で生息が確認されているが、標本は現存していなかった。

（堀田久）

なお、

－16－
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南淡町大日ダムでクロコノマチョウ採集

南淡町新田北大日ダム奥でクロコノマチョウMelanitisphedimaCramer秋型16

を採集したので報告する。

採集年月日1977年10月30日

採集 地三 原郡南淡町新田北大日ダム

採集者浅田卓

本種の淡路島での採集記録は、1971年に洲本市相川で18（他に南淡町灘大川で本種の左

前翅が捨われている）あるのみで、今回が2頭目になる。

当日、天候は晴れで、午後4時頃うす暗い林縁を旋回する本種を発見、採集したものである。

個体はややすれてはいるもののほぼ完全で、紀伊その他から飛来したものとは考えにくい。

（浅田卓）

先山でチャイロヒメカミキリ

本年（1977年）7月21日、青雲中学校生物部員の滝中君が、先山西茶屋で螢光灯に飛来

したチヤイロヒメカミキリCereeiumSimileGahanを2頭採集した。淡路島内ではこ

れまでに南部海岸で16が記録されているだけであった。なお、標本は青雲中学校の理科室に保
（堀田久）

存している。

アクマダラコガネ三熊山に産す

アカマタ・ラコガネPoecilophilideerusticolaBurmeisterは、筆者が1
965年に津名町大町で採集した記憶があるが、標本は現存せず、その後も注意していたにもか

かわらず、採集する機会に恵まれなかったが、1977年7月3日に洲本市三熊山の北面登山道

の中ほどで、草本の葉上に静止していた本種を発見・採集したので、記録しておきたい。

尚、青雲中学校の科学クラブ部員も、洲本市内で本種を一頭採集したと聞くが（堀田久氏談）、

同じ年に2カ所で発見されたとは、大変嬉しいことである。

標本は筆者が保管している。 （登日邦明）

－17－
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淡路の害虫その（1）

ミナミアオカメムシ(Nazaraviridula)

藤 富 正昭

この稿は、堀田、登日両氏の強いすすめもあり、定鯏灘読者だけであってはならないという私

の気持ちも手伝い、微力ではあるが投稿し、できれば連載していきたいと考え普くことにした次
第であります。

私が農業試験場淡路分場に、虫害担当研究員として赴任したのは、昭和48年4月のことで淡

路の害虫の発生については、散かな知識しかもっていなかった。カメムシ類については前任者の
足立氏（現県賎業総合センター）が、三原町榎列の水稲早期栽塘地帯で、収捜した米に斑点米が
発生し、トケシラホシカメムシ、シラホシカメムシ、ホソハリカメムシに起囚することを、すで
に報告していた。

昭和49－51年にかけて、全国的にカメムシ類の大発生が認められ、果樹でも水稲でもその
被害が報告されていた。

私とミナミアオカメムシとの出合いは、着任問もない、48年6月、当時の洲本病害虫防除所
長春江氏から、「津名でえらいガイダがわいとる」との紺告があり、早速津名町佐野へ出向いた。
そして、キンセンカ採種ほにおいて驚くべき状況に出合った。採取目前のキンセンカ子実に、カ
メムシ幼虫が群がっており、捕虫網のすくい取り10回振りで、200～300頭がまたたく間
に採集できたのを覚えている。採集したカメムシ幼虫を茨インケンで2泄代飼育した。始めは、
アオクサカメムシとミナミアオカメムシの両種が形態上類似しているため判別は困難であったが、
和歌山農試、東氏に同定していただき、ミナミアオカメムシであることが解った。
ミナミアオカメムシは、南方系の害虫で、日本では、九州、四国、和歌山県南部に分布力測ら

れており、淡路島での発生は、日本ではほぼ最北限と考えられた。
本虫が、津名町に侵入した経過はよく解らないが、地元農家の話しによると、斑点米の発生は
47年頃からであり、以前は問題となっていない事から、四国もしくは和歌山から侵入したと推
定され、淡路で最も暖↓律名町のキンセンカ栽培地帯で定着したのではないかと思っています。
その後の分布調査で、東浦町仮屋、津名町佐野、生穂に発生が認められた。50年以降発生は漸
減し、52年の調査ではキンセンカ採種ほ、出穂した水稲で、全く発生を認めず、斑点米の被害
も著しく減少した。48年～51年の4年間の発生からして津名町に定着したかに恩えたが昨年
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の発生からみて一応終息したのではないかと考えています。

しかしながら、今後の発生に十分注意をする必要があると思います。

水稲におけるカメムシ類による斑点米の発生は、淡路島では、三原町、津名町といった早期栽

培水稲と普通期栽培水稲の混在するところや、それに加えて花栽培の複合経営が行なわれている

所に被害がでるということに注意する必要があります。

ミナミアオカメムシが津名町に侵入し、加害を認めた作物は、イネ、カーネーションの蕾、キ

ンセンカ子実、スターチス等であり、イネでの被害は、玄米中の斑点米混入率で30％を越すほ

場もみられ（昭和49年津名町佐野）米質検査に出すことすらできない状況であった。カーネー

ションでも蕪の吸汁により開花しなかった花もでた。又キンセンカ種子生産においても、不稔種

子が多発した。
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編集後 記

遅くなりましたが’77年度の2号目をお届けします。

先日、建設中の柏原山林道を登ってみて、破壊の溌まじさを目の当たりにしました。島の各

地で、このような自然破壊が、着実に進行しています。一日も早く島のFaunaを明らかに

したいものです｡(T)
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